
          
 

熊
本
城
内 
加
藤
神
社 

 



 

           

 

加
藤
神
社
は
令
和
三
年
に
御
創
建
一
五
〇

年
、令
和
四
年
に
城
内
再
遷
宮
六
〇
年
を
迎

え
ま
し
た
。 

 
 

 

肥
後
国
総
鎮
護
と
し
て
称
え
祀
ら
れ
る
、

御
祭
神 

加
藤
清
正
公
（
せ
い
し
ょ
こ
さ
ん
）

は
、日
本
三
名
城
の
一
つ
で
あ
る
熊
本
城
の
築

城
を
始
め
、全
県
下
に
亘
る
土
木
治
水
事
業

な
ど
数
々
の
大
事
業
と
ご
遺
徳
を
残
さ
れ
た

領
主
で
あ
り
、熊
本
県
民
に
と
っ
て
は
、熊
本

発
展
の
礎
と
な
る
有
形
無
形
の
遺
業
を
残
さ

れ
た
大
恩
人
で
あ
ら
れ
ま
す
。 

  

一
五
〇
年
前
城
内
に
創
建
さ
れ
た
当
神
社

は
、時
代
の
趨
勢
の
中
で
二
度
の
遷
宮
を
経
験

し
、昭
和
三
十
七
年
よ
り
現
在
の
場
所
に
鎮

座
致
し
て
お
り
ま
す
。 

創
建
か
ら
現
在
ま

で
、清
正
公
の
御
遺
徳
を
偲
び
、顕
彰
す
る
神

社
と
し
て
皆
様
に
大
切
に
護
ら
れ
な
が
ら
今

日
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、築
六
〇
年
を
迎

え
る
境
内
建
物
の
老
朽
化
が
進
み
、平
成
十

一
年
の
台
風
十
八
号
で
は
社
務
所
屋
根
が
吹

き
飛
び
落
下
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
、ま
た

平
成
二
十
八
年
の
熊
本
地
震
で
は
熊
本
城
と

同
様
大
き
な
被
害
を
受
け
、そ
の
後
の
調
査
で

社
務
所
や
授
与
所
の
耐
震
不
足
が
判
明
し
、

大
変
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

ま
た
、か
ね
て
よ
り
参
集
所
が
無
く
、祈
願

者
・
参
拝
者
の
控
室
・
休
憩
所
な
ど
が
絶
対
的

に
不
足
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、こ
の
度
の
式

年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
記
念
事
業
そ
し
て

熊
本
地
震
復
興
事
業
と
し
て
【
令
和
の
大
造

営
】
境
内
整
備
事
業
を
進
め
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。 

   

清
正
公
が
政
治
信
条
と
さ
れ
た
「
後
の
世

の
為
」
を
心
に
抱
き
、今
後
百
年
の
大
計
を
見

据
え
、現
世
を
共
に
す
る
皆
様
と
一
致
団
結

し
て
安
心
し
て
お
参
り
で
き
る
環
境
を
整
え
、

よ
り
一
層
清
正
公
の
ご
神
徳
の
昂
揚
・
ご
遺

徳
の
顕
彰
に
努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

  

ど
う
か
趣
旨
を
お
汲
み
取
り
頂
き
、ご
奉

賛
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

ご
奉
賛
趣
意
書 

加
藤
神
社 

宮
司 

湯
田
崇
弘 

 

 

事
業
内
容 

 

神
殿
他
塗
替
工
事 

 

授
与
所
兼
参
集
所
建
設
工
事 

 

新
社
務
所
建
設
工
事 

 

城
側
玉
垣
新
設
工
事 

 

参
道
石
畳
新
設
他
整
備
工
事 

 
 

総
事
業
経
費
概
算 

七
億
円 

 

   

寄
付
要
綱 

 
 

◎
寄
付
目
標
金
額 
一
億
円 

 
 

◎
募
集
期
間 

 

令
和
四
年
四
月
～ 

令
和
六
年
三
月
ま
で 

  

◎
ご
奉
賛
依
頼
額 

 
  

一
万
円
以
上
の
お
こ
こ
ろ
ざ
し
に
て 

 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

⚫
 

一
万
円
以
上
ご
寄
付
さ
れ
た
方
は
、
金
額
に
応
じ
返
礼

品
の
贈
呈
、
ま
た
ご
芳
名
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
示

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
三
年
間
）。 

⚫
 

五
万
円
以
上
の
ご
寄
付
の
場
合
、
新
設
す
る
玉
垣
に
お

名
前
を
刻
銘
し
末
永
く
顕
彰
い
た
し
ま
す
。 

 
 

（
返
礼
・
玉
垣
の
詳
細
は
別
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。） 

 

お
申
込
方
法 

 

同
封
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
授
与
所
に
直
接

ご
持
参
、
も
し
く
は
同
封
の
封
筒
に
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
そ

の
後
、「
ご
持
参
」「
銀
行
振
り
込
み
」「
郵
便
局
で
の
払
込
」

い
ず
れ
か
の
方
法
に
て
ご
入
金
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

令
和
六
年
頃
の
第
三
期
工
事
に
て
玉
垣
の
新
設
工
事
を
開
始
致

し
ま
す
。 


